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≪ 来るべ き者 》

行 って、見聞きしたことを (洗 礼者の )ヨ ′ヽネに伝 えな さい。日の

見えない人は見え、足の不自由な人は歩 き、 (律法の )規定の病 (ハ

ンセンヘ病 )を 恙っている人は清められ 、耳の聞こえない人は聞こえ、

死者は生き返 り、貧し.い 人は福音 を告げ知らされている。私につまず

かない人は幸いである。 (ル カ福音書 7:22-23)

イエスが語ったこの言葉は 、彼の許 を訪れた洗礼者ヨ′ヽネの弟子たちの

質問に対する答えです。彼 らは (投獄中の ?)師 ヨハネに代わ って、イエ

スに 、ある事 を問い質しに来ていたのです。

来たるべき方は、あなたですか 、それ とも、ほかの方 を待つべ きで

しょうか 。 (ル カ福音書 7:19,20)

当時のユダヤ人たちは、誰 もが同 じ「主を待ち望む」ことで一致 してお

り、その徴 としてのメシアの到来があると信 じていたのです。さらに、預

言書には度々記 されていたにもかかわらず、部分的には宙に浮いたままの

「 その時 」の、持ち越 されたままの「癒 しの風景 」に対する期待 も相侯っ

てメシア′＼の待望が膨らんでいったようです。代表的なものが、イザヤ書

の 35章 5節 以下に “その時 "の 様子が記 されています。

その時 、見えない人の日は開けられ 、聞こえない人の耳は開かれる。

その時、歩けない人は鹿のように飛び跳ね 、口の利けない人の音は歓

声を上げる。

イエスの周辺にいた人々は、驚きをもって、
=`そ の時 "の 到来を感じと

ってぃたようです。「徴 を見せろ、見せたら信 じてやる」とイエスに詰め

寄った輩には、残念ながら同じものが開示されることはあ りませんで
｀
した。

この差を説明する能力を私たちは持ち合わせてお りません。また、信 じた

ので救われた人 と、救われたのを皮切 りに信仰に至った人がいたことも。
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≪ 罪 は赦 され る 》

あるロイエスが 、おそら くガ リラヤのどこかに住むシモンとヽヽ うファリ

サイ人の家の食事に招かれた時のことです。家人の應対の レベル を見るに 、

イエスはけ っして賓客などではな く、洗足 、接吻 、塗油 といったユダヤの

i里 賓の儀礼を何一つ享受 しません。

しか し、家人に代わ ってこれ を施すタト部の人物が姿を現 します。人呼ん

で “罪深い女 "です。彼女はなんと自分の涙でイエスの足 を,需 らし、その

髪で (足 を )拭 い 、 (足 に )口 付けをし、最後に持参した香油 をイエスの

足に注いだので
｀
した。

イエスは、これ とい ったもてなしを自分に対 ヒてしなか ったシモン (家

人 )と 、タト部の女性 (罪 深い )の 態度をしヒ較 します。こともてな Lに 関 L

ては、どちらに愛の形跡が見られるかを悟 らせるために。

さらに神キ リストを「 多く愛 した 」“女性 "の 方が、招いただけのファ

リサイ人のシモンよりも、「 より多く赦 される者 」に相応 しいことを悟 ら

せます。実は 、イエスはこの事案が発生する前に、予めこの家の招待者の

シモンに対 し、二人の債務者の事例の比較 を試みていたのです。一人の債

権者が 、一方には五百デナリを、もう一方には二十デナ リを貸し出し、ど

ちらに も返済能力がないことが判明 します 。債権者がもヒ、両者の負債 を

帳消 しにした場合 、この温情ある「債権者を愛する」のは「 より多 く (の

額の返済 を )赦 された者 」の方 (債 務者 )である、とい う答えをシモンか

ら事前に引き出していたのです。

この 日、無名の女性がイエスに示した一連の愛は赦 しの原因であ り、ま

た結果で もあ りました。 |・ コリン ト書に示 された有名な “愛の定義 "は 、

愛は迅耐強い。愛は情け深い。妬まない。愛は自慢せず、高ぶらな

い。ネしを失せず、自分の利益を求めず、怒らず、恙をたくらまない。

不正を喜ばず、真理を共に喜ぶ、全てを恙び、全てを信じ、全てを望

み、全てに耐える。愛はけっして減びない。 (同 書 13章 1節 以下 )

さらに 、 “人 の "で は ない “神の 愛 "は 人 を行 き詰 まらせ ることが あ り

ませ ん 。
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≪ 月巴沃 上の 実 り 》

聖書にFP利 されたこの讐えの見出しは「『種まく人 』のたとえ 」ですが、

実際は種を蒔 く人は同一で、蒔かれる ``土地 "の違いこそが問題 となって

お り、これはけっして “人 "の 誉えではありません。

イエスのこの話を聞 くにあた り、すでに彩しい数の群衆が集まっていた

ことが報告されています。さて、そもそもガ リラヤとい うところはなかな

か耕作地が得られない土地柄だったことでも有名です。したがって種 を蒔

くための “よい土地 "を 見出すこと自体が大変でした。群衆の耳には、そ

れが警え話である以前に、ガリラヤではよく耳にする普労話としてのイメ

ージが鮮明に浮かび上が ります。イエスはこれと宣教における困難 とを童

ね合わせているようです。

そこがたまたま良い土地であり、種 (神の言葉 )を まくことが可能であ

る場合に、いきな り百倍 もの収穫が得られるとい うのも、襄を返せば肥え

た土地がいかに希少であるかを物語 っています。種が邁端にこばれ落ちた

り、石地にこばれ落ちた り、また周辺の茨の中にこばれ落ちたりするのも

理由は同じで、ヽヽ くら畑の有効利用を走がけても、蒔 くべき的 (畑 )が狭

除すぎるために思い もよらぬ結木をともなう事例です。

神が宣教の場所 (=相 手 )と して選ぶのも大半はまさにそのような不毛
の地 (相 手、人マ )で した。ただ、そんな土地の中にも、種 を蒔 くべき肥

沃な場所が、ぬずどこかにあるとい うのが、この管えの言わんとしている

ところです。

例えばその中には、カナンの女がキリストの恩怠を受ける事例のごとく、

主人の机からこばれ落ちるパン屑ならば、子人でも食べられるとい う警え

で語られた数少ない事例 もあったはずです。これは、その人の信仰がその

人を救 うと言われたケースでもあ りました。

逆に、その日イエスの下に集まった彩しい群衆が皆それぞれ 、′|を い改め

て福音を信 じる者となれたかどうかは、結果的にはその人次第の問題でし

た。なぜなら危険と隣 り合わせの “道喘 "、 (言葉 も )根付かず迅耐に欠

ける “扁地 "、 しがらみや、このせの迅い煩いに左右される・ 茨 "が相手
では、種蒔きも宣教 も、困難を極めることになったからです。
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